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山　口　生　史
　2004年度は文献調査を中心に研究を進めた。コミュニケーション、組織公正理論、その他組織
行動学に関する専門誌、著書を読み、これまでの研究を理論的に発展させた。それと同時に、自
己が別に継続している他の実証研究から本研究につながる多くの知見を得た。これらの知見・発
見は本研究の理論的基盤にもなるだろう。
　以下に文献調査と自己の実証研究による知見を2004年度研究実施状況として提示する。
（1）組織内の対人コミュニケーションを戦術として考えるとき、影響戦術の知見が多くの示唆
　　を与えてくれることがわかった。そして、影響戦術と同じように、組織コミュニケーション
　　戦術がハード、ソフト、合理的コミュニケーション戦術に分類できる。
（2）意思決定者（報酬分配者）の被意思決定者（報酬受取り者）への発言機会（voice）の提供が
　　意思決定プロセスの公正感を促進し、合理的コミュニケーション戦術にも関係がある。
（3）Voiceが、組織の中で集団的コミュニケーション制度（たとえば団体交渉や労使協議など）
　　として反映され、それが機能すると従業員の離職率も減る。これは、voiceが従業員の公正
　　感を促進していることを示唆している。
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（4）　コミュニケーション戦術が意思決定の手続き的公正感を促進し、後者が従業員のワークラ
　　イフ不安感を軽減する。
（5）ハードコミュニケーション戦術は意思決定の手続き的公正感を減じ、ソフトおよび合理的
　　コミュニケーション戦術がそれを促進する。
（6）　ソフトコミュニケーション戦術は意思決定の手続き的公正感を通じ、間接的に評価結果や
　　意思決定結果の納得性を促進する。
（7）　合理的コミュニケーション戦術は、評価結果や意思決定結果の納得性に直接影響している
　　が、手続き的公正感が高まるとよりいっそう納得性が高まる。
　以上の発見・知見から、2005年度の継続研究のための以下のような理論仮説を構築する基礎が
できた。（1）組織コミュニケーションと公正感との関係は明らかであり、相互作用的公正感とも関
係があるだろう。具体的には、ハードコミュニケーション戦術は相互作用的公正感を促進せず、
合理的コミュニケーション戦術とソフトコミュニケーション戦術はそれを促進するだろう。（2）
これらのコミュニケーション戦術は、手続き的公正感との関係よりも相互作用的公正感との関係
の方がより強いだろう。
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